
田
舎
暮
ら
し
で
交
流
人
口
増 

農
林
政
策
課（
1

８８
‐
8
1
0
6
） 

問 
・ 
申 

第5次勝山市総合計画策定 進捗状況報告 
市長となんでも語ろう会 

勝山市景観計画 

美しいまち 
ふさわしい 
景観づくり 

　
勝
山
市
に
は
た
く
さ
ん
の
美
し
い
風
景
（
景

観
）
が
あ
り
ま
す
。
景
観
計
画
は
、
今
あ
る

優
れ
た
景
観
を
守
り
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
で
生
ま
れ
る
景
観
も
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン

と
す
る
た
め
、
そ
の
指
針
と
市
民
皆
さ
ん
で

守
る
ル
ー
ル
作
り
を
行
う
も
の
で
す
。 

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
市
民
参
加
に
よ
る
ワ

ー
キ
ン
グ
部
会
を
設
置
し
、
素
案
の
作
成
を

行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
第
5
次
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の

に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
い
な
が

ら
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
委
員
を
募
集
中
で
す 

景
観
計
画
で
定
め
る
事
項
 

《
必
須
事
項
》 

1
．
景
観
計
画
の
区
域
の
設
定
（
勝
山
市
全

域
で
考
え
て
い
ま
す
）
 

2
．
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
方
針
の

設
定
 

3
．
良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め
の
行
為
の

制
限
に
関
す
る
事
項
の
設
定
 

4
．
景
観
重
要
建
造
物
ま
た
は
景
観
重
要
樹

木
の
指
定
方
針
の
設
定
 

《
選
択
事
項
》 

1
．
屋
外
広
告
物
の
表
示
お
よ
び
屋
外
広
告

物
を
掲
出
す
る
物
件
の
設
置
に
関
す
る
行

為
の
制
限
に
関
す
る
事
項
の
設
定
 

2
．
景
観
重
要
公
共
施
設
の
整
備
に
関
す
る

事
項
の
設
定
 

3
．
景
観
重
要
公
共
施
設
の
占
用
な
ど
の
許

可
基
準
の
設
定
 

4
．
景
観
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
策
定

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
の
設
定
 

5
．
自
然
公
園
法
の
許
可
基
準
の
設
定
 

策定のスケジュール 

平成21年7月 
計画策定のためのワーキン 
グ部会を設置（市民参加） 

平成21年7月～8月 
　地区座談会 
　アンケート調査 

平成22年1月 
　素案策定・公表 
　パブリックコメントの実施 

都
市
政
策
課（
1

８８
‐
8
1
0
8
） 

問 

【おもなご意見・ご提案】 

○地元の若者が地元の繁栄に貢献し

てほしい。若者定住の取り組みを

進めてほしい。 

○もっと踏み込んだ内容の計画説明

をして、市民の意見集約を望む。 

→十分に市民の意見を集約し、今

後の地区説明会などで、踏み込

んだ提案をしていく。 

○市長が言う「小さくてもきらりと

光るまち」のシンボルマークを作

って、勝山をアピールしてはどうか。 

○「勝山をきれいにする運動」への

参加地区がもっと増えるよう働き

かけてほしい。 

○えちぜん鉄道勝山駅の駅前整備に

ついて内容を教えてほしい。 

→平成22年、23年で工事を進め

る予定。 

○はたや記念館の入場料を小学生以

下は無料にしてはどうか。（現在の

設定金額は100円） 

→県内の学校の遠足や社会科見学

の時には、減免制度がある。 

 　
5
月
２６
日
、
今
年
度
か
ら
2
か
年

を
か
け
て
策
定
す
る
「
第
5
次
勝
山

市
総
合
計
画
」
の
基
本
方
針
（
案
）

を
テ
ー
マ
に
、「
市
長
と
な
ん
で
も

語
ろ
う
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
山
岸
市
長
が
、
こ
れ
か
ら
目
指
し

た
い
勝
山
市
の
す
が
た
や
計
画
策
定

方
針
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
市
で
は
今
後
、
地
区
座
談
会
や
若

者
世
代
と
の
語
る
会
、
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を

集
約
し
て
、
十
分
に
反
映
し
た
計
画

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

◎
計
画
策
定
に
向
け
た
当
面
の
予
定
 

（
平
成
２１
年
度
中
） 

・
地
区
座
談
会
 

（
7
月
下
旬
〜
8
月
下
旬
予
定
） 

・
若
者
世
代
と
市
長
と
の
語
る
会
 

・
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
お
よ
び
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
 

・
全
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
 

（
１２
月
〜
１
月
予
定
） 

・「
広
報
か
つ
や
ま
」
に
て
策
定
進

捗
状
況
報
告
 

未
来
創
造
課（
1

８８
‐
1
1
1
5
） 

問 

市
長
と
市
民
1
1
6
人
が
 

　
ま
ち
づ
く
り
の
意
見
交
換
 

“いつまでも住み続けたくなるまち 
　 いつかは戻りたくなるまち”の創造 
“いつまでも住み続けたくなるまち 
　 いつかは戻りたくなるまち”の創造 

し
ん
 

ち
ょ
く
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市
で
は
、
平
成
２０
年
度
か
ら
、
県
内
外
の

か
た
に
市
内
各
地
で
農
作
業
な
ど
を
手
伝
っ

て
も
ら
い
、
そ
の
代
わ
り
に
食
事
と
宿
を
提

供
す
る
「
田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
」
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
体
制
が
整
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
認
定
農
業
者
や
各
種
団
体
を
中
心
に
１２

か
所
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
お
世
話
、
ね
ぎ
栽

培
、
水
稲
・
大
豆
・
麦
栽
培
、
メ
ロ
ン
・
ミ

デ
ィ
ト
マ
ト
栽
培
、
に
ん
に
く
栽
培
、
勝
山

特
産
の
さ
と
い
も
・
そ
ば
栽
培
、
そ
の
他
、

小
原
Ｅ
Ｃ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
て
の

古
民
家
修
復
、
耕
作
放
棄
地
再
生
、
さ
ら
に
、

恐
竜
の
森
の
公
園
管
理
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

豊
か
な
１１
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
関
東
や
関
西
、
中
京
、
北
信
越
か

ら
、
４１
人
（
延
べ
４５
人
）
の
か
た
が
勝
山
へ

田
舎
暮
ら
し
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
地
域
の
皆
さ
ん
と
、

率
直
な
話
し
合
い
の
機
会
が
あ
っ
て
交
流
が

で
き
た
こ
と
が
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。」

（
２０
代
女
性
）
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
受
け
入
れ
農
家
か
ら
は
、「
農
家

民
宿
を
始
め
て
か
ら
、
何
度
も
対
話
を
し
て

き
て
、
楽
し
い
第
2
の
人
生
を
送
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。」
と
の
感
想
も
聴
か
れ
ま

し
た
。

農
作
業
を
体
験
す
る
だ
け
で
な
く
、
受
け

入
れ
農
家
と
家
族
の
よ
う
な
付
き
合
い
を
重

ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
絆
が
強
く

な
り
、
再
度
田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
に

訪
れ
る
か
た
が
大
変
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
田
舎
暮
ら
し
体
験
を

通
し
て
、
勝
山
の
生
活
に
魅
力
を
感
じ
、
定

住
し
た
か
た
も
2
人
い
ま
す
。

今
年
度
は
さ
ら
に
メ
ニ
ュ
ー
の
増
加
を
目

指
す
と
と
も
に
、
受
け
入
れ
農
家
で
構
成
さ

れ
る
田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
推
進
会
と

の
連
携
を
強
化
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

参
加
者
・
受
け
入
れ
農
家
と
も
に
、
満
足
で

き
る
体
制
、
仕
組
み
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
予
定
で
す
。

※
田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
の
受
け
入
れ
を
し

て
く
だ
さ
る
農
家
を
募
集
中
で
す

さといも栽培
嶋田 重則さん
（60＝滝波町3）

にんにく栽培
（西ケ原にんにくの郷

さと

）

水稲・ねぎ栽培
小木 輝夫さん

（68＝平泉寺町小矢谷）

ねぎ栽培
堂山 信一さん

（51＝平泉寺町赤尾）

ジャージー牛のお世話
松本 忠司さん

（54＝平泉寺町小矢谷）

古民家修復、耕作放棄地再生
國吉 一實さん

（小原ECOプロジェクト）
（40＝長山町2）

さといも栽培
梅垣 敏雄さん

（67＝平泉寺町岡横江）

水稲･ねぎ・麦･
大豆・そば栽培

（株式会社かつやま
アグリ倶楽部）

水稲・さといも栽培
島田 英治さん

（60＝荒土町妙金島）

そば栽培
西出 信夫さん

（60＝野向町聖丸）

公園管理
上田 秋光さん

（NPO法人
恐竜のまち応援隊）
（60＝旭町2）

メロン・ミディトマト栽培
松田 三郎さん

（農業組合法人
エコ･ファームてらお）
（62＝村岡町寺尾）

受け入れ農家などの皆さん（順不同）

田んぼのオーナー制で
田植え体験

これからのまちづくり
市民116人が意見交わす


